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M.ライトナザパパティ-*.瀬戸良三料:西マレーシアにおける紅藻チスジノリ属の2新種

淡水産紅藻類のチスジノリ属の2種が， 西マレ-'/アの北東部ターハンJIIと， クアラルンブール郊外のゴンバ
川で発見された。これはマレーシアにおける本属の最初の報告である。 この両種は本属の既知種に比して. ~車体
がきわめて小さく，分校が少いのが，共通の特徴である。ターハン川の T.prowseiは T.brodensisに最も獄

似するが，藻体は一階小さく，髄層の幅がせまく， Jii胞子裂が大きく， Iril化糸の基部に密集して形成されるj誌が
著しく異なる。ゴンバ川の T.clavataは T.riekeiによく類似するが，藻体はこれよりはるかに小さく， Ii(l化
糸が先端から基部に|匂って次第に細くなり， 全体が悦体状になっているのが主要な特徴であるo この特徴はまた

本属の既知種にも見られないものである。 この研究の結果から判断して， このマレーシアの 2産地のそれぞれの

種は明かに異なる新種であると考える。 (*Departmentof Botany， University of Malaya， Kuala Lumpur， 

Malaysia. **662 l'!-i宮市附田山 4-1，神戸女学院尚校生物学教室)
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大野正夫: ラオ博士を悼む Masao OHNO: Palur Sreenivasa RAO (1931-1981) 

ィγド図の国立 CentralSalt & Marine Chemicals ウムに参加lし，発展途上国のす!f手研究者の熱意に感動

Research Instituteの P.S. RAO博士が1981年5月 した。さらに昨年11月から 3ヶ月国際協力事業団のW
26日突然療治先のパローダの大学病院で脳出血のため 門家として再び訪れ，彼とともに日本の海苔網を用い

50才の生涯を閉じられた。 Rao博士は南部インドのハ て，インド洋で海藻の養殖試験を行ない，成功して必

イダー・バードに生れ名門のパナラス・ヒンド一大学 びあった。彼の夢は，アジア・アフリカ地区の海藻研

で藻類を学び，海藻の分類・生態の研究を続けてきた。 究者のための国際共同利用実験所をインドに設置する

1966年に1年聞東海区水産研究所に留学し，須藤俊 ことであった。すでにインド政府やユネスコに働きか

造博士の指導でテングサ属の生活史に関する研究をし， けていた。彼は優秀な研究者であったとともに行政的

学位論文はインド産寒天原藻の Gelidiellaacerosaの な手腕もあり，インドにおける藻類学研究の推進者の

分類，生活史，生態に関する研究であった。滞日中は l人であった。彼は再度日本へ訪れることを強く希望

日本語もうまくなり，多くの日本の藻類研究者と接し し，その手続を進めていた矢先で、あった。彼は長年に

ておられた。彼の仕事は Gelidiella属に関するもの わたり日本藻類学会々員であった。

が多く 31の報文があり，インドにおける寒天原藻の分 Mrs. RAOも藻類研究者で，同じ部門の上級技官の

類・生態から応用分野まで大きな足跡を残した。また 職にあり，学位をとる準備をしていた。彼女からの

Marine Algae部門のチーフ・リーダーとして海藻の RAO博士の突然、の死を伝える手紙には「私は3人の

抗菌物質やホンダワラからアルギン酸やメタンガス製 子供達(大学生と高校生)を育てながらも学位はとる

造に関する研究を指導していた。 つもりである」と書かれていた。

彼の最近の業績は， 1979年にインド政府・ユネスコ P. S. RAO博士のご冥福を心からお祈り申しあげる.

主催で，インド洋海域の海産藻類に関する国際シンポ (781-04土佐市宇佐町井尻194高知大学海洋生物教

ジウウを開催したことであろう。筆者はこのシンポジ 育研究センター)
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大森長朗: 猪野俊平先生の御逝去を悼む Takeo OI-lMORI: Sbumpei 

INOI-l (1907-1981) 

狩;Ij!H変，/L先生が去る 7)14 11 に.~'.it!:1l 1 炎のため迎í .li:

されました。 μ1'741ーであられました。先'/二はlI{jね147

年 4月に|前1111大学を作11'.;凶接された後は. 1吊JU/Tli当新

1:1'1の御自宅で悠々 1'1過の生活を送られていました。 3

年~l lìíjに l悩N勾;て' (j可れられ. -11寺は心配もしましたが，

治療に専念されたかL、があってI Jtl近て‘は杖をつきな

がらも一人で外11:されるほと'に健wも""復されていま
した。 10 卜IIHIほどの御人/i;'éて\:'~I.に谷 (~(t);;巴くなり，安

らかな|限りにつかれました。突然のことでま ことに州

惜の念にたえません。

先生は19Ji'fi401ド4)-]111に愛媛以越村/tI¥粥IhfJllIJでお

生れになり，青森を松111中学校，松山高等学校で過ご

された後. 11パ:f115 1 1~ 3月東北守f凶入学耳目学部生物学J二|

を卒業されました。 |市1'- 9 月北海道浦|玉l入学~Il~芋ぺ\i\ ，fil'i

物学教室に助手ーとして赴任され，講r:11i.ωI).j攻授を主IJめ

られた後，昭和124作8月に新設の岡山大学耳目学rm生物
学教室の教授に就任されました。間山)c学をや戸lで御

退職になるまで，この|百J.岡山大学理学部liHM玉野臨泌

実験所長，岡山大学評議員，学生部長，思学部長など

の!}.g峨を歴任してこられました。日本問中を吹きJ1zけ

た学1i:11紛争の最'=1='に，これらの要職についておられた

先生の御心労は大変なものだったよ うです。

先生は，日本におけるi仮説の発生学のIJIH.(:j者であり

ます。東北大学恋!学部の卒業論文は川原正人先生の御

指導のもとに. rホンダワラ)1$の}Jf発生学的研究」を
まとめられ，これを東北大学:の紀y.fに発表されました。

この中では，イソモタ，マメタワラなどホンダワラM

1 3簡についての版発~I :. の観察のあリL，桁により第一次

{反恨の数がfJ'Qなることを19Jらかにされました。その後，

.Itifli.道入学にJ多られてもこの研究を続けてし、かれ. 111 

111ギ'fj先生の御指滋も (fjJがれて，対Ii&のフークスn布((
物 511$22種の11司、発生を比較観察されました。その結決，

フークス 11 純物の慌のおí~ 次[反恨は. 1木のものから

32木のも のまであり，この仮t1~数(土卵のよきさが小 さ

いものほど仮似の数は少なく，卵が大きくなるにつれ

て(Jj恨数が多くなることを19Jらかにされました。この

研究ができ上った頃に，これをまとめて:学位論文にと

JJ..I， t、1.11原先生に見ていただこ うとされたのですが， 川

161先生が. r自分がり えたテーマでは学{立は出さない。
J'J分でテーマを見つけてやりなさい。」 といわれ， そ

れから取り組まれた研究が j¥正犯藻類のJJ包子発生に

ついての比絞研究です。この研究では|守本各地の真正

tl:~;がH rJ19利51種のJI円分1l2l子や米胞子を培養し，そ

の発生保式を Ij) J らかにされました。紅r~~~iの IJ包子発~I ー

には，直後型と I::H長引がめり，さらに糸~XI~l. 一原細

胞狙， 四仮説JI胞型，総:1).、型，テングサ ~í~. I直立型な ど

に)c別され，この間!の系統1)¥1係を論ぜられて，それま

では断片的にしか知られていなかった狂藻頬の胞子発

生の全容を明らかにされました。 このフー クス l二|とJ'[

U:釘藻類の初WJ発生をまとめて 「獅藻の発生」として

W}坂されています。

このような研究による藻類学の発展への貢献のほか，

先生は日本務頬学会.H*純物学会の評議員として学
会の運'自にもなを討がれ. lI{j和46イl三に札似でIJfHWされ

た第71百11叫際海藻学会議では組織委員として活脱され

ました。

先生の生家はjLり泊尿をされていましたが，北大に

お勤めの頃，家が倒産し経済的に苦しまれた時代もあ

ったと伺っています。 この|時の経験からと思いますが，

先生の経済的感覚は鋭く，学会の経理についてもたえ

ず心配されていました。

先生は趣味の多いブJて¥絵画と音楽にはと くにくわ

しく， 色紙にλイセンやマスカッ トなと.の俳闘をかL、

て楽しんでおられました。笑顔が絶えることのないうl
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生の円満な御人絡は，先生のこのような御趣味からき

ているのかも知れません。

いま，ここにこのような先生を失ったことは残念で

なりません。先生のお墓:1私が勤めている山陽学闘短

大のすぐ西側にあり，私の研究室の廊下の窓から見え

ています。先生はここから，いつまでも藻類学の発展

を楽しみに見まもっておられることと思います。先生

のご冥福を心からお祈り申し上げます。

(703岡山市平井 1-14-1 山陽学閥短JOJ)，学)
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